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１ プラン策定 の背景

  文 化 芸 術 は 、 豊 か な 人 間 性 や 創 造 性 等 を 育 み 、 生 活 に 潤 い や 活 力 を も た ら す

と と も に 、 人 と 人 を 結 び 、 地 域 の 連 帯 感 や 一 体 感 を 醸 成 し て 地 域 の 元 気 を 創 出

す る な ど 、 個 性 豊 か で 魅 力 あ る 地 域 づ く り に も 大 き な 役 割 を 果 た し ま す 。

近 年 は 、 文 化 芸 術 が 、 教 育 、 福 祉 、 ま ち づ く り 、 観 光 、 産 業 等 の 幅 広 い 分 野

と 関 連 性 を 持 つ こ と で さ ま ざ ま な 波 及 効 果 を 生 む こ と が 注 目 さ れ 、 ま た 、 文 化

芸 術 を 活 用 し た 取 組 に 地 域 課 題 の 解 決 策 と し て の 期 待 が 寄 せ ら れ て い ま す 。

  国 に お い て は 、「 文 化 芸 術 の 振 興 に 関 す る 基 本 的 な 方 針 ※ 」に お い て 、文 化 芸

術 等 を 活 用 し た 地 域 の 活 性 化 や ２ ０ ２ ０ 年 東 京 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク

競 技 大 会 （ 以 下 、「 ２ ０ ２ ０ 年 東 京 大 会 」 と い う 。） に 向 け た 文 化 プ ロ グ ラ ム の

全 国 で の 開 催 等 、 社 会 を 挙 げ て の 文 化 芸 術 振 興 が 必 要 で あ る と し て い ま す 。

  本 市 に お い て は 、 平 成 ３ ０ 年 の 明 治 維 新 １ ５ ０ 周 年 、 平 成 ３ ２ 年 の 鹿 児 島 県

に お け る 国 民 体 育 大 会 等 、 今 後 本 市 の 文 化 情 報 を 発 信 す る さ ま ざ ま な 機 会 が 訪

れ ま す 。 こ れ ま で 、 第 １ 期 プ ラ ン に お い て 、 さ ま ざ ま な 文 化 振 興 に 関 す る 取 組

を 行 っ て ま い り ま し た が 、 さ ら に 市 民 一 人 ひ と り が 、「 心 の 豊 か さ 」 や 「 ま ち

の 豊 か さ 」 を 実 感 で き る よ う 文 化 芸 術 の 持 つ 力 を 活 用 し 文 化 振 興 の 取 組 を 進 め

て い く こ と が 必 要 で す 。

こ の よ う な こ と か ら 、 第 １ 期 に 引 き 続 き 、 第 ２ 期 の プ ラ ン を 策 定 す る も の で

す 。

※ 文 化 芸 術 の 振 興 に 関 す る 基 本 的 な 方 針 (第 4 次 基 本 方 針 平 成 ２ ７ 年 ５ 月 策 定 )

   文 化 芸 術 振 興 基 本 法 に 基 づ き 、文 化 芸 術 の 振 興 に 関 す る 施 策 の 総 合 的 な 推 進 を 図 る た

  め 定 め ら れ る 方 針 。人 口 減 少 社 会 の 到 来 に 対 す る 文 化 芸 術 等 を 活 用 し た 地 方 創 生 の 実 現

  や ２ ０ ２ ０ 年 東 京 大 会 に 合 わ せ た 各 種 文 化 プ ロ グ ラ ム の 実 施 な ど に よ り 、我 が 国 が 目 指

  す 「 文 化 芸 術 立 国 」 の 姿 を 明 示 し て い る 。

   【 我 が 国 が 目 指 す 文 化 芸 術 立 国 の 姿 】

    ・あ ら ゆ る 人 々 が 全 国 様 々 な 場 で 創 作 活 動 へ の 参 加 、鑑 賞 体 験 が で き る 機 会 の 提 供

    ・ ２ ０ ２ ０ 年 東 京 大 会 を 契 機 と す る 文 化 プ ロ グ ラ ム の 全 国 展 開

    ・ 被 災 地 か ら は 復 興 の 姿 を 、 地 域 の 文 化 芸 術 の 魅 力 と 一 体 と な り 国 内 外 へ 発 信

    ・ 文 化 芸 術 関 係 の 新 た な 雇 用 や 産 業 が 現 在 よ り も 大 幅 に 創 出

２ プラン策定 の目的

本 市 は 、 黒 田 清 輝 、 藤 島 武 二 、 安 藤 照 等 の 日 本 を 代 表 す る 芸 術 家 や 美 術 収 集

家 で あ る 松 方 幸 次 郎 の 出 身 地 で あ る こ と に 加 え 、 日 本 吹 奏 楽 の さ き が け で あ る

薩 摩 藩 軍 楽 隊 を 生 み 出 し た こ と で も 知 ら れ 、 美 術 や 音 楽 に ゆ か り の 深 い 都 市 で

す 。
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ま た 、 市 内 各 地 に は 、 こ れ ま で 永 年 に わ た っ て 育 ま れ て き た 貴 重 な 伝 統 芸 能

な ど 豊 か な 地 域 文 化 が 息 づ い て お り 、 都 市 化 、 少 子 高 齢 化 が 進 む 中 に あ っ て 、

引 き 続 き こ れ ら の 継 承 が 喫 緊 の 課 題 と な っ て い ま す 。

平 成 ２ ７ 年 に は 、 日 本 最 大 の 文 化 の 祭 典 で あ る 国 民 文 化 祭 が 本 県 で 開 催 さ れ 、

本 市 で も 、 吹 奏 楽 の 祭 典 な ど １ ４ 事 業 を 主 催 し 、 参 加 者 同 士 の 相 互 交 流 や 広 く

市 民 が さ ま ざ ま な 文 化 に 身 近 に 親 し む 機 会 の 提 供 が 図 ら れ る な ど 、 文 化 の 裾 野

の 広 が り や 次 世 代 へ の 継 承 に 大 き な 弾 み と な り ま し た 。

真 に 豊 か さ を 実 感 で き る ま ち づ く り の 実 現 に 向 け て 、 文 化 芸 術 は 大 き な 力 を

発 揮 し ま す 。第 １ 期 の プ ラ ン で 取 り 組 ん で き た「 美 術 」「 音 楽 」「 地 域 伝 統 芸 能 」

に 他 の 分 野 も 加 え 、本 市 の 文 化 資 源 を 生 か し た 文 化 振 興 の 取 組 を 市 民 、Ｎ Ｐ Ｏ 、

事 業 者 な ど と 協 働 で 引 き 続 き 推 進 す る こ と に よ り 、 さ ら な る 文 化 薫 る か ご し ま

づ く り 、 文 化 振 興 を 通 じ た 元 気 な 地 域 づ く り ・ 人 づ く り を 進 め る た め 、 本 プ ラ

ン を 策 定 し ま す 。

３ プランで対 象とする 文化活動の範囲

本 プ ラ ン で 対 象 と す る 文 化 活 動 と し て は 、美 術 、音 楽 、地 域 伝 統 芸 能 の ほ か 、

文 化 芸 術 振 興 基 本 法 に お い て 国 が そ の 振 興 を 図 る も の と し て 定 め て い る 分 野

も 含 め 各 種 取 組 を 進 め ま す 。

《 文 化 芸 術 振 興 基 本 法 に 定 め る 分 野 》

① 文 学 、 音 楽 、 美 術 、 写 真 、 演 劇 、 舞 踏 そ の 他 の 芸 術

② 映 画 、 漫 画 、 ア ニ メ ー シ ョ ン 及 び コ ン ピ ュ ー タ そ の 他 電 子 機 器 等 を 利 用

し た 芸 術

③ 雅 楽 、 能 楽 、 文 楽 、 歌 舞 伎 そ の 他 我 が 国 古 来 の 伝 統 的 な 芸 能
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④ 講 談 、 落 語 、 浪 曲 、 漫 談 、 漫 才 、 歌 唱 そ の 他 の 芸 能

⑤ 生 活 文 化 （ 茶 道 、 華 道 、 書 道 そ の 他 の 生 活 に 関 わ る 文 化 ）、 国 民 娯 楽 （ 囲

碁 、 将 棋 、 そ の 他 の 国 民 的 娯 楽 ） 等

⑥ 地 域 固 有 の 伝 統 芸 能 及 び 民 俗 芸 能

４ プランの位 置づけ

第 五 次 鹿 児 島 市 総 合 計 画 に お い て は 、 都 市 像 で あ る 「 人 ・ ま ち ・ み ど り み

ん な で 創 る “ 豊 か さ ” 実 感 都 市 ・ か ご し ま 」 を 実 現 す る た め ６ つ の 基 本 目 標 を

定 め て い ま す 。 第 ２ 期 文 化 薫 る 地 域 の 魅 力 づ く り プ ラ ン は 、 上 位 計 画 で あ る 第

五 次 鹿 児 島 市 総 合 計 画 に お け る 基 本 目 標 「 学 ぶ よ ろ こ び が 広 が る 誇 り あ る ま ち

【 ま な び 文 化 政 策 】」 の 個 別 計 画 で あ り 、 そ の 推 進 に あ た っ て は 、 鹿 児 島 市 教

育 振 興 基 本 計 画 、 第 ３ 期 鹿 児 島 市 観 光 未 来 戦 略 、 第 ２ 期 鹿 児 島 市 中 心 市 街 地 活

性 化 基 本 計 画 等 の 関 連 計 画 と の 整 合 を 図 り 、 取 組 の 連 携 に 努 め ま す 。

な お 、 本 プ ラ ン は 、 本 市 の 文 化 行 政 全 体 を 取 り ま と め た 計 画 で は な く 、「 文

化 振 興 を 通 じ た 元 気 な 地 域 づ く り ・ 人 づ く り に つ な が る 取 組 を 市 民 、 Ｎ Ｐ Ｏ 、

事 業 者 な ど と 協 働 で 進 め る 」た め の 計 画 で あ り 、全 般 的 な 文 化 行 政 に つ い て は 、

【 ま な び 文 化 政 策 】 の 「 ３ 市 民 文 化 の 創 造 」 に お い て （ Ⅰ ） 文 化 振 興 、（ Ⅱ ）

文 化 財 の 保 護 と 活 用 を 大 き な 柱 と し て 、 各 所 管 部 署 に お い て さ ま ざ ま な 取 組 を

行 っ て い ま す 。
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《 総 合 計 画 に お け る 文 化 施 策 の 体 系 》        

５ プランの計 画期間

第 五 次 鹿 児 島 市 総 合 計 画 の 計 画 期 間 は 、 平 成 ２ ４ 年 度 か ら 平 成 ３ ３ 年 度 ま で

の １ ０ 年 間 で 、 第 １ 期 プ ラ ン の 計 画 期 間 は 総 合 計 画 の 前 期 基 本 計 画 期 間 に 合 わ

せ 、 平 成 ２ ４ 年 度 か ら 平 成 ２ ８ 年 度 ま で の ５ 年 間 と し た こ と か ら 、 本 プ ラ ン の

計 画 期 間 は 、 後 期 基 本 計 画 期 間 に 合 わ せ て 、 平 成 ２ ９ 年 度 か ら 平 成 ３ ３ 年 度 の

５ 年 間 と し ま す 。

「●」は「主な取組」

●芸術鑑賞事業等の実施

●第２期文化薫る地域の魅力づくりプランの推進

●歴史・文化資産のデジタル化の推進

●埋蔵文化財・指定文化財等の保存活用

●伝統芸能の保護と活用

●世界文化遺産の管理保全と理解増進

 文化芸術に触れ親しむ機会の充実と文化の担い手の育成

 文化施設の活用及び文化情報の発信と保存・蓄積

 文化財の保護の充実と活用の促進

市
民
文
化
の
創
造

Ⅰ  文化振興

Ⅱ  文化財の保護と活用
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６ 第１期プラ ンの振り 返り

《 第 1 期 プ ラ ン 体 系 》

第 １ 期 （ 平 成 ２ ４ 年 度 ～ 平 成 ２ ８ 年 度 ） の 初 年 度 と な る 平 成 ２ ４ 年 度 は 、 同

プ ラ ン の 取 組 を 広 く 周 知 す る た め ス タ ー テ ィ ン グ イ ベ ン ト （ ⑪ 文 化 薫 る か ご し

ま づ く り プ レ イ ベ ン ト ） を 実 施 し 、 平 成 ２ ５ 年 度 以 降 、 各 種 取 組 を 本 格 的 に 進

め ま し た 。 各 分 野 の 主 な 取 組 内 容 、 成 果 、 課 題 は 以 下 の と お り で す 。

目 標



6

(1) 美 術 分 野

① 「 質 」 を 高 め る

(ア )主 な 事 業 ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 を 行 う ア ー ト サ ロ ン と し て か ご し ま 文

         化 情 報 セ ン タ ー （ 以 下 「 Ｋ Ｃ Ｉ Ｃ 」 と い う 。 市 役 所 み な

         と 大 通 り 別 館 １ Ｆ ） の 設 置 ・ 運 営

・ ア ー ト の 視 点 で 創 造 力 や 地 域 の 魅 力 を 伝 え る 電 子 書 籍 の

発 行 や ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 の 開 催

  ［ KCI C オ ー プ ン (H2 5)］     ［ 古 着 の ワ ー ク シ ョ ッ プ (H2 5 )］

② 広 め る

(ア )主 な 事 業 ・ う わ さ プ ロ ジ ェ ク ト （「 う わ さ 」 を 通 じ て 、 ま ち や 人 の

         魅 力 を 発 信 し 、 地 域 活 性 化 に つ な げ る ア ー ト プ ロ ジ ェ ク

         ト ） の 開 催

・ 写 真 家 下 薗 詠 子 氏 に よ る Ｋ Ｃ Ｉ Ｃ オ ー プ ニ ン グ ポ ス タ

ー プ ロ ジ ェ ク ト の 実 施

          [う わ さ プ ロ ジ ェ ク ト (H2 7 ) ]

③ 集 め る 、 活 用 す る

(ア )主 な 事 業 ・ ギ ャ ラ リ ー や 美 術 館 等 の ア ー ト ス ポ ッ ト を 案 内 す る か ご

         し ま ア ー ト ナ ビ の 作 成 ・ 活 用

     ・ タ ブ ロ イ ド 紙 の 発 行
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                         [か ご し ま ア ー ト ナ ビ ]

(2) 音 楽 分 野

④ 誰 も が 音 楽 を 身 近 に 楽 し め る 仕 組 み づ く り

(ア )主 な 事 業 ・ ま ち な か 音 楽 ス テ ー ジ （ ま ち な か で 実 施 す る 吹 奏 楽 を 中

         心 と す る 音 楽 イ ベ ン ト ） の 開 催

・ 音 楽 フ ラ ン チ ャ イ ズ 制 度 （ 市 民 文 化 ホ ー ル 等 練 習 室 の 空

き 時 間 を 音 楽 演 奏 団 体 等 へ ４ 箇 月 間 貸 し 出 す 制 度 ） の 実

施

   [ま ち な か 音 楽 ス テ ー ジ ]       [音 楽 フ ラ ン チ ャ イ ズ 制 度 ]

⑤ あ か り や 景 観 ・ 歴 史 を 音 楽 で つ な ぐ プ ロ ム ナ ー ド づ く り

(ア )主 な 事 業 ・ 音 と あ か り の 散 歩 道 （ 景 観 を 生 か し た 音 楽 と あ か り と 伝

         統 芸 能 の イ ベ ン ト ） の 開 催

   [美 術 館 前 庭 ]            [あ か り の 展 示 ]
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⑥ 地 域 の 文 化 や 四 季 の 彩 り を 音 楽 で つ な ぐ ス テ ー ジ づ く り

(ア )主 な 事 業 ・「 夏 の ふ る さ と コ ン サ ー ト i n 郡 山 」、「 コ ス モ ス 祭 り in 喜

         入 前 之 浜 町 」な ど 、音 楽 と 民 俗 芸 能 の イ ベ ン ト の 開 催（ 吉

         田 、 桜 島 、 喜 入 、 松 元 、 郡 山 、 皆 与 志 の 各 地 域 で 実 施 ）

    [コ ス モ ス 祭 り in 喜 入 前 之 浜 町 (H25) ] [夏のふるさとコンサート in 吉田 (H26)]

(3) 地 域 伝 統 芸 能 分 野

⑦ 意 義 や 本 質 を 伝 え る 媒 体 の 作 成

(ア )主 な 事 業 ・ 市 内 の 民 俗 芸 能 を 紹 介 す る ハ ン ド ブ ッ ク （１ ０ ,０ ０ ０

         部 ）、 Ｄ Ｖ Ｄ (１ ５ ０ 枚 )の 作 成

                 [「 か ご し ま 民 俗 芸 能 の 楽 し み 方 」 (DVD ) ]

⑧ 保 存 ・ 伝 承 す る た め の 組 織 づ く り と 人 材 育 成

(ア )主 な 事 業 ・ 伝 統 芸 能 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 、 伝 統 芸 能 伝 承 サ マ ー キ ャ ン

         プ の 開 催

          [ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 ]        [サ マ ー キ ャ ン プ ]
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⑨ 伝 統 芸 能 を 体 感 で き る 舞 台 と 仕 組 み づ く り

(ア )主 な 事 業 ・ 音 と あ か り の 散 歩 道 (再 掲 )、 地 域 で の 音 楽 と 民 俗 芸 能 の

         イ ベ ン ト (再 掲 )で の 伝 統 芸 能 の 披 露

(4) 分 野 横 断

⑩ 文 化 薫 る か ご し ま づ く り シ ス テ ム の 設 置 ・ 運 営

(ア )主 な 事 業 ・ 文 化 情 報 の 発 信 や プ ラ ン の 各 種 事 業 を 推 進 す る た め の 活

         動 拠 点 で あ る Ｋ Ｃ Ｉ Ｃ の 設 置 ・ 運 営

(5) 全 体 の 総 括 （ 成 果 ・ 課 題 ）

  ① 成 果

・ 情 報 発 信 拠 点 と し て Ｋ Ｃ Ｉ Ｃ を 設 置 し 、 文 化 情 報 の 発 信 に 努 め た ほ

か 、 ア ー ト に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ や ま ち な か で の ア ー ト プ ロ ジ ェ

ク ト 等 を 実 施 し ま し た 。

・ さ ま ざ ま な 事 業 を 通 し て 、 市 民 が 美 術 、 音 楽 、 地 域 伝 統 芸 能 に 触 れ

る 機 会 の 創 出 や 文 化 団 体 の 活 動 の 場 、 地 元 の 演 奏 家 や 地 域 伝 統 芸 能

団 体 の 成 果 発 表 の 場 を 提 供 し ま し た 。

・「 音 と あ か り の 散 歩 道 」 に お い て は 、 地 元 の ６ 大 学 の 学 生 を 中 心 に

地 域 の 通 り 会 や 町 内 会 等 と 、「 地 域 で の 音 楽 と 民 俗 芸 能 の イ ベ ン ト 」

に お い て は 、 小 学 校 を 中 心 と し た 地 域 住 民 の 方 々 と 、 そ れ ぞ れ 協 働

し て 事 業 を 実 施 し ま し た 。

・ 市 内 の 地 域 伝 統 芸 能 活 動 団 体 の ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 や 活 動 休 止 中 の

地 域 伝 統 芸 能 が 復 活 す る き っ か け を つ く る 等 、 各 団 体 間 の 連 携 や 保

存 伝 承 活 動 の 支 援 を 図 り ま し た 。

・ 市 内 の 地 域 伝 統 芸 能 を 紹 介 す る Ｄ Ｖ Ｄ 、 ハ ン ド ブ ッ ク を 作 成 し 、 地

域 伝 統 芸 能 の 役 割 や 成 り 立 ち な ど を 情 報 発 信 し ま し た 。

  ② 課 題

・ 実 行 委 員 会 の 部 会 間 の 連 携 や 情 報 共 有 を 緊 密 に 図 る こ と が 必 要 で す 。

・ プ ラ ン で 取 り 組 む イ ベ ン ト 等 を 効 果 的 に Ｐ Ｒ す る な ど 、 市 民 へ の 周

知 、 浸 透 を さ ら に 図 る こ と が 必 要 で す 。

・ 情 報 発 信 拠 点 施 設 で あ る Ｋ Ｃ Ｉ Ｃ へ 各 分 野 か ら 情 報 が う ま く 集 約 さ

れ 、 Ｋ Ｃ Ｉ Ｃ の 情 報 発 信 が 分 野 に よ り 偏 り が 生 じ な い よ う 、 ま た 、

情 報 の 受 け 手 が 限 ら れ な い よ う 取 組 む こ と が 必 要 で す 。

・こ れ ま で 取 り 組 ん で き た 美 術 、音 楽 、地 域 伝 統 芸 能 の ３ 分 野 に 加 え 、

他 の 分 野 も 幅 広 く 取 り 入 れ た 取 組 と す る 必 要 が あ り ま す 。

・ 今 後 の 事 業 の 推 進 に あ た っ て は 、 地 域 住 民 や 学 生 の ほ か に 、 市 内 の

文 化 施 設 や 文 化 団 体 等 と の 連 携 を よ り 深 め て い く 必 要 が あ り ま す 。
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・ 今 後 の 文 化 の 担 い 手 で あ る 若 い 世 代 の 各 事 業 へ の 参 加 を 促 進 す る と

と も に 、 そ の 育 成 を 図 る 必 要 が あ り ま す 。

７ 第２期プラ ン策定に 向けての視点

○ 文 化 の 担 い 手 の 育 成

本 市 の 文 化 芸 術 活 動 を 担 っ て き た 個 人 、 団 体 の 構 成 員 の 高 齢 化 や 少 子 化

の 影 響 等 に よ り 次 世 代 の 担 い 手 不 足 が 指 摘 さ れ 、 運 営 に 支 障 が 生 じ る ケ ー

ス も 見 受 け ら れ ま す 。 若 い 世 代 が 文 化 芸 術 に 関 心 を 持 つ た め の き っ か け づ

く り や 、 積 極 的 に 文 化 芸 術 活 動 に 参 加 で き る よ う な 取 組 の 充 実 を 図 り ま す 。

○ 地 域 住 民 や 関 係 団 体 等 と の 連 携 の 強 化

事 業 の 推 進 に あ た っ て は 、 実 行 委 員 会 内 の よ り 緊 密 な 連 携 を は じ め 、 地

域 住 民 や 学 生 、 Ｎ Ｐ Ｏ の ほ か 、 市 内 の 文 化 施 設 や 文 化 団 体 、 本 市 の 観 光 振

興 の 所 管 部 署 等 と の 連 携 を よ り 深 め ま す 。

○ 国 民 文 化 祭 等 を き っ か け と し た 文 化 振 興 の 機 運 の 高 ま り の 継 続

平 成 ２ ７ 年 度 に 本 県 で 開 催 さ れ た 国 民 文 化 祭 を 受 け 、 本 市 で も 文 化 振 興

の 機 運 が 高 ま っ て お り 、 こ の 高 ま り を 継 続 さ せ 、 さ ら な る 文 化 振 興 を 推 進

し ま す 。

○ 対 象 分 野 の 拡 大

昨 年 の 国 民 文 化 祭 で は 、「 吹 奏 楽 の 祭 典 」や「 マ ー チ ン グ バ ン ド・バ ト ン

ト ワ ー リ ン グ の 祭 典 」、「 オ ー ケ ス ト ラ の 祭 典 」 な ど さ ま ざ ま な 分 野 の 事 業

を 主 催 し た ほ か 、 国 指 定 伝 統 的 工 芸 品 で あ る 「 薩 摩 焼 」 や 「 本 場 大 島 紬 」

の イ ベ ン ト な ど 、 本 市 が 持 つ 多 彩 な 文 化 を 県 内 外 に 広 く 発 信 す る こ と が で

き ま し た 。 文 化 振 興 を さ ら に 進 め る た め 、「 美 術 」「 音 楽 」「 地 域 伝 統 芸 能 」

の ３ 分 野 に 他 の 分 野 も 加 え 各 種 取 組 を 進 め ま す 。

○ 伝 わ る 発 信 を 目 指 す

Ｋ Ｃ Ｉ Ｃ を 核 と し て 、 文 化 情 報 の 収 集 ・ 発 信 を 行 っ て い ま す が 、 市 民 が

知 り た い 情 報 や 市 民 に 知 ら せ た い 情 報 を 幅 広 く 集 約 し 、 分 か り や す く 伝 え

る 情 報 発 信 が 不 足 し て い ま す 。 市 内 外 に 鹿 児 島 の 文 化 の 魅 力 が 伝 わ る よ う 、

情 報 発 信 力 を 高 め ま す 。

○ 重 点 事 業 の 統 廃 合 や 新 た な 取 組 の 検 討

よ り 効 果 的 な 事 業 展 開 を 行 う た め に 、 第 １ 期 プ ラ ン で の 事 業 実 績 を 基 に

事 業 の 統 廃 合 や 見 直 し を 行 う と と も に 、 新 た な 視 点 か ら の 新 規 事 業 に も 取

り 組 み ま す 。



は、新たに取組むものは、既存事業または既存事業を再編したもの

８　第２期プランの体系

伝承と創造でひらく 文化薫るかごしま
～ 多彩な文化資源を活用し人と地域を元気にする ～

目 標

人づくり・体制づくり

～ 市民みんなで

文化を盛り上げる ～

基
本
方
針

継承・活用・発展

～ 「ここにしかない」

文化資源を活用する ～

創造・交流

～ 新たな地域文化を

創造し、交流を図る ～

情報の共有・発信

～ 多くの文化情報を集め

広くわかりやすく発信する ～

○文化活動の場づくりと担い手

の育成

文化活動の練習や成果発表

を行う場をつくるとともに、

文化活動の担い手を育てます。

○文化芸術に関する学びの機会

の充実

文化芸術に関するワークシ

ョップ等の学びの機会をつく

ります。

○大学や企業等との連携促進

大学や企業等と人的・財政

的連携を進め、プランの事業

推進に協働で取り組むことを

目指します。

○本市ゆかりの伝統的な地域文

化の保存・継承

地域の伝統芸能等の意義・

本質を伝え、また、地域間及

び学生等と連携することで、

本市ゆかりの伝統文化の発展

を目指します。

○地域の文化資源の再発見

市民と協働し、地域の文化

資源を生かした取組を通じて、

「ここにしかないもの」に光

をあてます。

○景観や歴史等を生かした文化

の創出

本市の世界遺産、景観や歴

史等を生かした魅力ある取組

みを実施します。

○国民文化祭等の経験を生かし

た文化活動活性化への支援

文化団体等が行う地域の活

性化や新たな文化の創造等に

つながる文化芸術事業へ助成

します。

○関係機関との連携強化

市内外の行政機関等と連携

して文化活動の活性化や交流

を図ります。

○垣根を超えたネットワークづ

くり

地域住民（市民）・企業・

大学・ＮＰＯ等が垣根を超え

て連携することで、新たな地

域文化の創出を目指します。

○文化情報の共有

行政や文化団体等が保有す

る文化情報を収集し、市民が

情報共有できる仕組みをつく

ります。

○文化情報の発信

かごしま文化情報センター

（KCIC）を核に幅広い世代（

市民）に向けて多彩な方法で

文化情報を発信します。

○周年事業や国民体育大会等と

連携した情報発信

明治維新１５０周年などを

記念した周年事業や鹿児島に

おける国民体育大会等の実施

に合わせて、本市の文化情報

を積極的に市内外に向けて発

信します。

取
組
の
方
向
性

地域での音楽と民俗芸能のイベント

地域伝統芸能についての学びや担

い手間の交流を図る事業

ＫＣＩＣの運営

かごしま伝統芸能ネットワーク会議

音とあかりの散歩道

重
点
事
業

地域の文化芸術活動サポート事業(仮称)

アウトリーチ事業(仮称)

観光イベント等と連携した事業セミナー・ワークショップ事業(仮称)

市民アートギャラリーの活用

策定に向けての視点

第
１
期
プ
ラ
ン
・
国
民
文
化
祭
の
実
施
及
び
国
民
体
育
大
会
等
の
実
施

担い手の育成

連携強化(庁内・庁外)

対象分野の拡大

国民文化祭の継承

情報発信の強化・整理

11
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９ 重点事業の 展開

● 地 域 伝 統 芸 能 に つ い て の 学 び や 担 い 手 間 の 交 流 を 図 る 事 業

子 ど も た ち に 地 域 伝 統 芸 能 を 知 る 機 会 を 設 け る と と も に 、 地 域 伝 統 芸 能 を 継

承 し て い る 地 域 に お い て は 、 学 校 等 の 支 援 も 受 け な が ら 、 そ れ ぞ れ の 地 域 に 伝

わ る 伝 統 芸 能 の 背 景 や 意 義 を 学 び 実 践 す る 機 会 や 他 の 地 域 の 担 い 手 と の 交 流 の

場 を 設 け る な ど 、 学 び や 交 流 を 通 し 、 唄 や 踊 り な ど 、 地 域 に 伝 わ る 技 や 本 質 の

伝 承 と と も に 、 活 動 の 活 性 化 を 目 指 し ま す 。

● セ ミ ナ ー ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ 事 業 (仮 称 )

第 １ 期 で は 、市 民 が ア ー ト に 触 れ る 、体 験 す る 事 業 と し て 、県 外 か ら の 招 聘
しょうへい

も

含 め 、 ア ー テ ィ ス ト に よ る ワ ー ク シ ョ ッ プ や ア ー ト イ ベ ン ト の 企 画 か ら 実 施 ま

で の 一 連 の 流 れ な ど を 学 ぶ ア ー ト マ ネ ー ジ メ ン ト ラ ボ 、 他 の 用 務 で 来 鹿 し た 幅

広 い ジ ャ ン ル の 著 名 人 に よ る 講 演 会（ つ い de サ ロ ン ）の 実 施 な ど 、さ ま ざ ま な

学 び や 実 践 の 場 を 提 供 し ま し た 。 今 後 は 、 美 術 分 野 に 限 ら ず 分 野 を 広 げ 、 市 民

が さ ま ざ ま な 文 化 芸 術 に 身 近 に 触 れ 、 体 験 す る こ と が で き る よ う 、 セ ミ ナ ー や

ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 を 引 き 続 き 実 施 し ま す 。

● ア ウ ト リ ー チ 事 業 (仮 称 )※

よ り 多 く の 市 民 が 文 化 芸 術 に 触 れ る 機 会 を 得 ら れ る よ う 、 民 間 や 行 政 が 企 画

す る イ ベ ン ト 等 へ 、 希 望 に 応 じ 演 奏 家 や 地 域 伝 統 芸 能 保 存 団 体 等 を 派 遣 し 、 演

奏 や 芸 能 の 披 露 を 行 う ほ か 、 実 行 委 員 会 が 独 自 に 企 画 し た こ れ ま で に な い 視 点

に よ る 新 た な 文 化 の 発 信 と な る イ ベ ン ト を 行 い ま す 。

※ ア ウ ト リ ー チ ： 公 的 機 関 や 公 的 文 化 施 設 な ど が 行 う 、 地 域 へ の 出 張 サ ー ビ ス

  

● か ご し ま 伝 統 芸 能 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議

各 地 域 の 行 事 や 祭 り の 課 題 や 悩 み 、 保 存 ・ 伝 承 の た め に 工 夫 し て い る こ と な

ど の 情 報 を 交 換 、 共 有 し 、 保 存 団 体 間 の 連 携 を 図 る た め 第 １ 期 プ ラ ン で 組 織 し

た 「 地 域 伝 統 芸 能 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 」 を 継 続 し ま す 。 第 ２ 期 プ ラ ン で は 、 保 存

団 体 間 の 連 携 を 一 層 図 る と と も に 、 保 存 団 体 が 主 体 と な り 事 業 を 推 進 し て い く

体 制 づ く り を 行 い ま す 。

● 地 域 で の 音 楽 と 民 俗 芸 能 の イ ベ ン ト

地 域 の 魅 力 の 再 発 見 と 地 域 間 の 交 流 、 地 域 の 活 性 化 に つ な げ る た め に 、 会 場

と な る 学 校 や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 協 議 会 、 お や じ の 会 な ど の 協 力 の も と に 、 主

に 開 催 地 域 周 辺 で 活 動 す る 音 楽 及 び 伝 統 芸 能 の 団 体 が 出 演 す る イ ベ ン ト を 実 施

し ま す 。

基 本 方 針 １ 人 づ く り ・ 体 制 づ く り ～ 市 民 み ん な で 文 化 を 盛 り 上 げ る ～

基 本 方 針 ２ 継 承 ・ 活 用 ・ 発 展 ～ 「 こ こ に し か な い 」 文 化 資 源 を 活 用 す る ～
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● 音 と あ か り の 散 歩 道 （ 音 楽 と あ か り と 伝 統 芸 能 の イ ベ ン ト ）

あ か り や 景 観 を 生 か し 、 新 た な ま ち の 魅 力 を 創 出 す る た め 、 鹿 児 島 の 歴 史 を

感 じ さ せ る 落 ち 着 い た 景 観 の 文 化 ゾ ー ン を 会 場 （ 市 立 美 術 館 前 庭 、 か ご し ま 近

代 文 学 館 ・ メ ル ヘ ン 館 中 庭 、 探 勝 園 、 照 国 公 園 の ４ 箇 所 ） に あ か り に よ る 景 観

の 演 出 や あ か り の 展 示 に よ る 幻 想 的 な 演 奏 空 間 の も と で 、 音 楽 や 地 域 伝 統 芸 能

な ど を 披 露 す る イ ベ ン ト を 実 施 し ま す 。

  

● 地 域 の 文 化 芸 術 活 動 サ ポ ー ト 事 業 (仮 称 )

文 化 団 体 等 が 行 う 自 主 的 な 文 化 活 動 を 活 性 化 す る た め 、 文 化 団 体 等 の 企 画 に

よ る 文 化 事 業 （ 例 新 た な 文 化 創 造 に つ な が る と 期 待 さ れ る 事 業 等 ） に つ い て

助 成 を 行 い ま す 。

● 観 光 イ ベ ン ト 等 と 連 携 し た 事 業

平 成 ２ ９ 年 度 か ら ３ ３ 年 度 の 間 に は 、 松 本 市 や 札 幌 市 と の 文 化 観 光 交 流 協 定

締 結 ５ 周 年 、 明 治 維 新 １ ５ ０ 周 年 等 の 節 目 の 到 来 や 、 東 京 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ

リ ン ピ ッ ク 、本 県 で の 国 民 体 育 大 会 等 の 大 き な イ ベ ン ト が 開 催 さ れ る と と も に 、

近 年 関 心 を 集 め て い る グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム や 桜 島 ジ オ パ ー ク も 今 後 ま す ま す 観

光 資 源 と し て 注 目 さ れ て い く と 予 想 さ れ ま す 。こ れ ら の 観 光 振 興 事 業 と 連 携 し 、

効 果 的 な 事 業 実 施 や 情 報 発 信 に 取 り 組 み ま す 。

  

● Ｋ Ｃ Ｉ Ｃ の 運 営

文 化 薫 る 地 域 の 魅 力 づ く り プ ラ ン （ 第 １ 期 ） に 基 づ き 、 文 化 情 報 の 収 集 及 び

発 信 の た め 、 ま た 、 ア ー ト サ ロ ン と し て 設 置 さ れ た Ｋ Ｃ Ｉ Ｃ に つ い て 、 文 化 情

報 の 収 集 ・ 発 信 機 能 の 強 化 等 を 図 り ま す 。

● 市 民 ア ー ト ギ ャ ラ リ ー の 活 用

市 役 所 み な と 大 通 り 別 館 １ Ｆ の 市 民 ア ー ト ギ ャ ラ リ ー に つ い て は 、 本 プ ラ ン

で 実 施 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど で 使 用 し て い な い 時 期 に 、 高 校 生 や 大 学 生 、 高

齢 者 な ど が 作 成 し た 絵 画 や 書 な ど の 作 品 を 展 示 し 、 文 化 活 動 の 成 果 発 表 の 場 と

し て 活 用 す る こ と に よ り 、 文 化 活 動 の 活 性 化 や 幅 広 い 年 代 の 市 民 向 け に 文 化 情

報 の 発 信 を 行 い ま す 。

基 本 方 針 ３ 創 造 ・ 交 流   ～ 新 た な 地 域 文 化 を 創 造 し 、 交 流 を 図 る ～

基 本 方 針 ４ 情 報 の 共 有・発 信 ～ 多 く の 文 化 情 報 を 集 め 広 く わ か り や す く 発 信 す る ～



14

10 プランの 推進体制

（ 部 会 が 所 管 す る 主 な 分 野 ）

第 １ 部 会 第 ２ 部 会 第 ３ 部 会

文 学 、音 楽 、演 劇 、舞 踊 、

講 談 、落 語 、浪 曲 、漫 談 、

漫 才 、 歌 唱 、 囲 碁 、 将 棋

等

美 術 、写 真 、映 画 、漫 画 、

ア ニ メ ー シ ョ ン 、 書 道 、

コ ン ピ ュ ー タ 等 を 利 用 し

た 芸 術 等

雅 楽 、 能 楽 、 文 楽 、 歌 舞

伎 、日 本 古 来 の 伝 統 芸 能 、

地 域 固 有 の 民 俗 芸 能 、 茶

道 、 華 道 等
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11 プランの 推進スケジ ュール

  本 プ ラ ン に 掲 げ る 重 点 事 業 は 、 以 下 の ス ケ ジ ュ ー ル を 基 本 に 進 め ま す 。
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12 目標設定 と評価

(1) 第 五 次 総 合 計 画 に お け る 数 値 目 標

    第 五 次 総 合 計 画 に お い て は 、 本 プ ラ ン の 推 進 事 業 を 含 む 基 本 施 策 「 市 民

   文 化 の 創 造 」 の 文 化 振 興 に 関 す る 数 値 目 標 と し て 、 以 下 の ２ つ の 指 標 が 定

   め ら れ て い ま す 。

基 本 目 標 ま な び 文 化 政 策 基 本 施 策 市 民 文 化 の 創 造

  ○ 数 値 目 標

指    標
現 況

( H 2 8 )

目 標

( H 3 3 )
算 出 方 法 等

「 文 化 芸 術 な ど に 親 し み 、身 近 に

体 験 で き る 環 境 が 整 っ て い る 」と

感 じ る 市 民 の 割 合

52 .2％ 65 .0％
市 民 意 識 ア ン

ケ ー ト 調 査

市 民 文 化 祭 等 へ の 参 加 者 数 ※
31 ,638

人

46 ,000
人

   ※ 本 プ ラ ン に よ る 事 業 の 参 加 者 数 を 含 む 。

(2) プ ラ ン で の 数 値 目 標 の 取 扱 い

本 プ ラ ン の 数 値 目 標 と し て は 、 プ ラ ン で 実 施 す る 事 業 の 参 加 者 数 や Ｋ Ｃ Ｉ

Ｃ の ホ ー ム ペ ー ジ ア ク セ ス 数 な ど が 考 え ら れ る が 、 年 度 に よ っ て 実 施 す る 事

業 内 容 が 異 な る も の や 明 治 維 新 １ ５ ０ 周 年 事 業 な ど の よ う に 単 年 度 で 実 施 す

る も の も 多 く 、 一 律 の 数 値 設 定 に な じ ま な い こ と か ら 、 プ ラ ン の 計 画 期 間 全

体 の 数 値 目 標 設 定 は 行 わ な い こ と と し ま す 。

た だ し 、 各 事 業 に お い て は 、 第 １ 期 プ ラ ン で の 事 業 の 実 績 や 第 五 次 総 合 計

画 に お け る 数 値 目 標 等 を 参 考 に 、 前 年 度 末 に 策 定 す る 事 業 計 画 の 中 で 、 各 事

業 の 参 加 者 数 な ど 目 標 と す る 数 値 を 定 め 、 そ の 実 現 に 向 け 取 組 み ま す 。


